
高齢になると

・ 視野が狭くなる 相手車両を見落とす

・ 動体視力の低下 相手車両の速度・距離感を誤る
・ 身体機能の低下 歩行速度が遅くなる

などが考えられます！

・ 車を発見したら、無理な横断はしない！
・ 車が来ていなくても、信号無視はしない！
・ 一時停止場所では、自転車でも必ず一時停止をする!

※１ 上図は、大阪府下で過去３年間(平成30年～令和２年)に発生した当事者別年齢別死者数の月別内訳(総数401人)を表す。
※２ 左下図は、大阪府下で過去３年間(平成30年～令和２年)に発生した高齢歩行者死者数の事故類型別内訳(総数99人)を表す。
※３ 右下図は、大阪府下で過去３年間(平成30年～令和２年)に発生した高齢自転車死者数の事故類型別内訳(総数57人)を表す。
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高齢者

高齢者以外

これから年末にかけて、高齢歩行者・自転車の死亡事故が急増します！

ある日突然、大阪で死亡事故にあわないために【令和３年１０月】

大阪府警察

が

が ！
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